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脂肪酸ア ル カ ノー ル ア ミ ド型非イオ ン界面 活性剤の

ガ ス ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

亅断 恒
＊

，　 小 島　次雄 ＊＊

（1976 ｛1：・6 月 9 日 受 f里）

　脂 肪酸 ア ル カ ノ ール ァ ミ ド型非 イ オ ン 界面活性剤 を直 接揮 発 性 の ト リメ チ ル シ リ ル 誘導 体 と し て 分離

し，更 に 分 析 を 容易に す る た め 加 水 分 解 に よ っ て ア ミ ド結 合 を 切 断 し，生 成 し た ア ミ ン 及 び 脂 肪酸 を ト

リ メ チ ル シ リ ル 誘 導 体 に 変 え て 分 析 す る 方 法 に っ い て 検 討 し た ．　 ヵ ラ ム は 2％ OV −1／Ghromosorb　W
lmX3mm を 使 用 し ， 昇温 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ

ーを 行 い ， ク ロ マ ト グ ラ ム を 解 析 す る こ とに よ っ て ，
も と の 脂 肪酸 ア ル カ ノ ール ァ ミ ド型非 イ オ ン 界面活 性 剤 の 疎水 性 基 の 鎮長 の 分布及 び 親水 性 基 の タ イ プ

を 容易に 知 る こ と が で き た ，

1 緒 量
口

己

　 著者 らは，先 に エ ス テ ル 型非 イ オ ン 性界面活性剤 を水

素化 ア ル ミ ニ ウ ム リチ ウ ム （LiAIH4 ） で 還元分解 し ， 生

成 した 多価 ア ル コ
ール 及 び 高級 ア ル コ ール を 揮発性 の ト

リメ チ ル シ リル （TMS ）誘導体 に 変 え て ， あ る い は エ ー

テ ル 型非 イ オ ン 性界面 活性剤 を 直接 TMS 誘導体 と して

ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー （GC ） を行 い

， 親水性基，疎

水性基 の 組成 の 同時決定及 び 分子量分布 の 決定を行 う方

法 を 報 告 した
1〕． 今 回 は，洗浄剤 ， 湿潤剤及び 安定剤 な

どと し て 他 の 界面活性剤 と広 く併用 さ れ て い る脂 肪 酸 ア

ル カ ノ ール ア ミ ド型非 イ オ ン 性界面 活性剤 の 分析 に つ い

て 検討 し た．

　 脂肪 酸 ア ル カ ノ ール ア ミ ドの GC に っ い て は，　 Lee

ら
2） の ク ロ ロ ホ ル ム

ー
メ タ ノ ール ー濃硫酸 の 混合物 と封管

中で 加 熱分解す る 方法，Gross ら 3， の メ タ ノ ール 塩酸 と

数時間還流す る こ と に よ っ て 分解す る方法 が 報告 され て

い る が ，本研究 で は 脂 肪酸 ア ル カ ノ ール ア ミ ドが 比較的

熱 に 安定 で あ り，揮発性誘導体 に 導けば 直接分析す る こ

とが可能 で あ る こ とに 着目 し，TMS 誘導体 に 変 え て 分

析す る 方法を検討 した ．更 に 同定，定 量を容易に す る 目

的 で ， 加水分解 に よ っ て ア ミ ド結合 を切断 し， 生成 した

脂肪酸及 び ジ エ タ ノ ール ア ミ ン を同時に TMS 誘導体と

し て 分析す る 方法 に つ い て も 検討を 行 っ た の で 報告す
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2　実 験

　 2 。1　試料及 び試薬

　 2・ 1・1 試 料　 脂 肪 酸 ア ル カ ノ ール ァ ミ ド非 イ オ ン 界

面 活 性 剤 ： 第一工 業 製 薬 よ り提 供 さ れ た も の を 用 い た ．

　 2・1・2 試薬　 ジ エ タ ノ ール ァ ミ ン ： 和 光純薬 製 の 試

薬特級 品 を 減 圧 蒸 留 し て 用 い た ． bp　 l33．5°C ／5mm

　 カ プ リル 酸 ， カ プ リ ン 酸 ， ラ ウ リ ン 酸 ，　 ミ リ ス チ ン

酸 ，
パ ル ミ チ ン 酸 ， ス テ ア リ ン 酸 ， オ レ イ ン 酸 ：半井化

学 薬 品 製 試 薬 特 級 品

　 ラ ウ リ ン 酸 ジ エ タ ノ ール ア ミ ド ： 2・1・4 に 述 べ る 方 法

で 合成 し た も の を 用 い た ．

　 ラ ウ ロ イ ル ク ロ リ ド ： キ シ ダ 化学製 の 試薬 を 2 回 減 圧

蒸 留 を 行 っ た も の を 用 い た ． bp　 108°C ／2　mm

　 N ，0一ビ ス （ト リ メ チ ル シ リ ル ） ア セ トア ミ ド （BSA ）：

東京化成 工 業製

　 ア セ ト ニ ト リ ル ： 片 山 化 学 工 業 製 残 留農薬 分 析用

　 2・1・3 試薬の 精製　 試料約 5g を 50％ エ タ ノ ール

100 皿 1 に 溶 か した 溶 液 を， 1場 イ オ ン 交換 樹脂柱 （Am −

berlite　IR 　 120）及 び陰 イ オ ン 交換樹 脂 柱 （Dowcx 　1−8）

に 通 し ， 試料 中の 遊離 の ジ エ タ ノ ール ア ミン 及 び 脂肪酸

を 除去 し た後，溶媒を 蒸 発 させ て 精 製 試料と し た ．

　2・1・4　ラ ゥ リン 酸 ジ エ タ ノ ール ア ミ ドの 合成
4）　 ジ

エ タ ノ ール ア ミン 4．59 （0．045mol ） を か き混ぜ 機，滴

下漏 斗 ， 温度計 を取 り付けた 100m1 の 三 ロ フ ラ ス コ に

と り， ク ロ ロ ホ ル ム 10 皿 1を加 え て 溶 か す ．フ ラ ス コ を

冷却 し ， 反応液温度 を （15〜 20）
°C に 保 つ よ うに ， ラ ウ

ロ イ ル ク ロ リ ド 3．39 （0．Ol5mo1 ）を ク ロ ロ ホ ル ム 5mI

に 溶か した 溶液 を 滴下漏斗 よ り ゆ っ くり加 え る．更 に
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10 分聞 か き 混 ぜ た後，反 応液 を 分液漏斗 に 移 し，5％ 硫

酸 ナ ト リ ウ ム 溶 液 で 中性 に な る ま で 洗浄 す る．ク ロ ロ ホ

ル ム 層 を 分離 し，ク ロ ロ ホ ル ム を 留去 した後残留物 は リ

グ ロ イ ン で 数 回 再結晶す る．皿 p43
°C 白色結品

　2・2　装置及び操作条件

　装 置 ： 島 津 製 水 素 炎 イ ォ ン 化 検 出 器 付 き GG −5A 型

　分 離 カ ラ ム ： 2％ OV −1！Chromosorb　W 　 DMGS ｛（80
〜100） メ ッ シ ；t｝，

1mx3mmJ ス テ ン レ ス ス チ ール 製

　 カ ラ ム 温 1迂 ： （80−．＞250）
DG

　昇 温 速度 ： 8℃ ／min

　 注 入 口 温 度 及 び 検 出 器 温 度 ： 270DG

　 キ ャ リヤ ーガ ス ： 窒 素 ガ ス ，75ml ／min

1
り

ゆ

 

　 2・3 　実 験方法

　 2・3 ・1　TM ［S 化　　試料約 50mg 　を 共 せ ん 小 試 験 管

に と り，　 ア セ ト ニ ト リ ル 　lml を 加 え て 溶 か し，　BSA

O ・2m ［ を 加 え ， （70〜80）
ec

の 水 浴 中 で 10 分 間 加 温 し

た ．

　2・3・2 　加水分 解　 2・1・3 で 得 た 精 製 試 料 約 50mg を

50m1 の ナ シ 型 フ ラ ス ゴ に と り，
6N 塩酸 3ml を 加 え

約 130℃ の 油 浴 中で 1 時 間 還 流 し て 加 水 分 解 し た ，反

応 液 は P 一
タ リーエ バ ボ レ ータ ーで 蒸 発 濃 縮 し，デ シ ケ

ー
タ
ー

中で 乾燥 し た 後 ア セ ト ニ ト リ ル Iml 及 び BSA
O ．2　ml を 加 え て TMS 化 し た ．

臨灘
　 　 随　　　．型 ＿IOQ．− L 　．．150　　　 200　　　 250 ℃
　 　 　 05LOI52025m 且n

Fig・1Gas 　 chromatogram 　 of 　 a 　 commerciat 　fatty

　 　 　 　 acid 　 diethanolamide

　 　 　 　   Diethanolainine 三   0 匚にano 且c 　 acld ； 　   De【川り陀
　 　 　 　 acid

｝　   Lauric 　 acid
；　   MyriStic　 acid ；　   Pu正・

　 　 　 　皿匸itic　乱cld
ヨ　　　　　  　　0 【eic 　　acidi 　　　　　  　　S しcaric 　acid ；　　　　 

　 　 　 　，V ．N −Dietha 匸iol 〔，ctunatntde
； 　  N

，
亙 一Diethunoldeca匸1a−

　 　 　 　 Inide ； 　   凡 A「一1〕icLhaT・ollauramidc ；   ’V，・V−Dicヒhd−
　 　 　 　 i7ulrnyr ｛stamicle

； 　  V ，JV・Diethano【paLml しamide ；  

　 　 　 　 tV ，N ．Diじ thanololcamidc ；　   IV，N−Diethanolstcarumidc

 

3　結果及 び考察

　3・1TMS 誘導体の分析

　市販 の 脂肪酸 ジ エ タ ノ ール ア ミ ド型非 イ ォ ン 界面 活性

剤 は ， 脂肪酸 lmo1 と ジ エ タ ノ ール ァ ミ ン 2mol を

（150〜170）
°C で 加熱縮合 し て 合成 され ， 脂肪酸 ジ エ タ

ノ ール ア ミ ド 且nlol とジ エ タ ノ ール ア ミ ン 11nol の 混

合物 で あ る とい わ れ て い る s〕．　 こ の 市販 の 試料を 2・3・1

の 方 法 で 直接 TMS 化 し，　 GG を行 ・〕た と き の ク ロ マ ト

グ ラ ム を t♂ig．1 に 示 す、試料中に含ま れ て い る 遊離 の

ジ エ タ ノ ール ア ミ ン （ヒ
P一ク  ）及 び 脂肪酸 （ピー

ク  

  ，  ，   ，   ，   ，  ） と と も に 脂 肪 酸 ジ エ タ ノ ール

ア ミ ド （ピーク   ，   ，  ，鈔 ，   ，  ，   ） の ピーク

が 認 め られ た．

　 2・1 ・3 の 方法 で 精製 し た試料 を TMS 　 f匕して GC を

行 うと ，
ジ エ タ ノ ー

ル ア ミ ン 及び脂肪酸 の ピ ークは 消失

し，Yig．2 に 示 した よ うに 脂肪酸 ジ エ タ ノ ール ア ミ ドの

ピーク だ けを 描 く こ と が で き る．ピーク  は，ラ ウ リン

酸 ジ エ タ ノ ール ア ミ ドの ピ ークで あ り，そ の 前後 に 見 ら

れ る 6 個 の ピーク は ，鎖長 の 異な る脂肪酸の ジ エ タ ノ ー

ル ア ミ ドの ヒ
’一ク で あ る、従 っ て 保持温 度 （170〜250）

℃ の 範囲 に 現 れ る 7個 の ピーク の 大 き さ を 測 定 す る こ

　　　　 　　　よ　　　　　 　　
　 　 8−

．
C

　 　 O　　　　5　　　 10　　　 15　　　 20　　　 25mm

Fig．2　Gas 　 chromatogram 　 of 　 the 　 purified 　 f飢 ty

　　　　 acid 　diethanolamide 　by　iQn　exchange 　 rcsin

　 　 　 　 Pcak　numbcrs 　a 匹c　にhe　same 　as 　c 乢cd 　in　Flg．1．

と に よ っ て ，構成脂肪酸 の 鎖 長 の 分布を 知 る こ とが で き

る．

　 3・2　加水分解生成物の分析

　 ア ミ ド結成 を 切 っ て 脂肪酸 と ジ エ タ ノ ール ア ミ ン を生

成 させ ，生成物の GG を行 っ て 脂肪酸 の ピーク を測定す

る方 法 に よ っ て も，
3・1 と 同様 に ， 脂肪 酸 の 鎖長分布 の

決定 をす る こ と は 可能 で あり，こ の 方法 の ほ うが分析時

間 は 長 くか か る が ， 標準試料 の 入 手 が 容易で あ る か ら，

ア ル キル 基の 同定 ， 定量 を 簡単 に 行 い うる と い う点で は

有利 で あ る．

　既 に 著者 らは ，
エ ス テ ル 型非 イ オ ン 性界面活性剤

1）や

陽 イ オ ン 性界面活性剤 ω の 分 析法 と して 水素化 ア ル ミ ニ

ウ ム 丿チ ウ ム を用 い る 還元分解法を提案 した が，こ の 方

法は ア ミ ド型非イ オ ン 性界面活 1生剤の ア ミ ド結合を切 る

場合 に も適用す る こ とが可能 で あ る と考え られ る・酸 ア

ミ ドの 水素化 ア ル ミ ニ ウ ム リ チ ウ ム 還 元 の 正 常反応 は，
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カ ル ボ ニ ル 基が メ チ レ ン 基 に ま で 還元 さ れ て ア ミ ン を 生

成す る 反応 で あ る が ， ア ミ ド基 の 窒素 に 立体障害 の 大 き

い 基 が 結合 して い る場合 に は ，反 応 条件 に よ っ て C −N

結合 が 還 元 的 に 切断 さ れ ジ エ タ ノ ール ア ミ ン と高級 ア ル

コ
ール が 生 成す る か らで あ る．ア ミ ド結合切断の も う

一

つ の 方 法 は 加 水 分解 法 で あ る．前 者 の 方 法 に つ い て は 後

日 報告す る こ とに し， こ こ で は後者の 方法 に よ ・．・て 得ら

れ た 結 果 に つ い て 述べ る．

　 Gross ら
3》 は 8％ 塩酸

一メ タ ノ ール で 4 時間以上還流

して 分解 し た 後 ， 石油 工 一テ ル で 抽出 して 脂肪酸 メ チ ル

エ ス テ ル と ア ル カ ノ ール ア ミ ン を得，こ れ らを 別 々 に 分

析す る方法 を採用 し て い る．著者 らは 2・3・2 に 述 べ た よ

うに 少量 の 6N 塩 酸を用 い 1時間還流 し て 加水分解 し ，

生成 した ジ エ タ ノ ール ア ミン と脂 肪 酸 を 同時に TMS 誘

導体 に 変 え て GC を行 う方法 を採用 した．　 Fig・3 に 示

す よ うに 1時間還流 で 加水分解 は 完全 で あ り，
ジ エ タ ノ

ール ア ミ ン 及 び 脂肪酸 の ピーク 以外 は 認 め られ な か っ

た ．

Lq）

　 　  

当 1鍾 ＿ ．　 　　J＿ー　　　　　　　

誓　響
‘°°

1。
15
男，

一
「縲 許

Fig．3　Gas 　 chromatogram 　 of 　 hydrolysis　products

　　　 of 　the 　fatty　 acid 　diethanolamide

　 　 　 Peak 　【川 mbers 　 are 　山 e　 same 　 as 　 cited 　in　Fig．　 L

　 3・3 　ジ エ タ ノ
ー

ル ア ミ ン TMS 誘導体の ピー
ク

　 ジ エ タ ノ ール ア ミ ン TMS 誘導体 の ヒ 一゚ク は Fig ．1

及 び Fig・3 に 示 した よ うに ， カ ラ ム 温度 BO ° G で 保持

時間 2．8 分 に 流出 して い る．しか しジ エ タ ノ ール ア ミ ン

を 脱水 ア セ トニ ト リル 中で BSA で TMS 化 し た 直後 に

は 保持時間 6 分 に ピーク が 認 め られ た．こ の ピ ーク は ，

試料を 溶媒で 希釈 す るか あ る い は 空 気 中 に 放 置 して お く

と ， 保持時閊 2・8 分 に 完全 に シ フ トす る．更 に IVL
’
FMS

化 は 困難 で あ る とされ て い る ヘ キ サ メ チ ル ジ シ ラ ザ ン ・

ト リ メ チ ル ク ロ ル シ ラ ン で ジ エ タ ノ ール ァ ミ ン を TMS

化 した 場合 に は，保持時間 2．8 分 i・C　t
”一ク が 認 め られ

た． 以 上 の 実験 事実か ら， ジ エ タ ノ ール ア ミ ン の BSA

に よ る TMS 化 で は， 2 個 の 水酸基 及 び ア ミ ノ 基 が すべ

て TMS 化 さ れ るが （こ の も の の 保持時間 は 6 分），　 N 一

ト リメ チ ル シ リル 基は 不 安定 で ，わ ず か の 水 分 で ト リメ

チ ル シ リル 基 が 脱 離 し，容易に 0 ，0一ビ ス （トリメ チ ル

シ ワル ） ジ エ タ ノ ール ア ミ ン （保持時問 2．8 分） に 変化

する と考え る こ とが で き る．

4　結 言

　脂 肪 酸 ジ エ タ ノ ール ア ミ ド型 非 イ オ ン 界 面 活 性剤 は，

直接 TMS 誘導休 に 変 え て カ ラ 厶 温度 （80〜25  ）
°G で

昇温 GG を行 うこ と に よ っ て 分析可能 で あ っ た，夏 に 加

水 分 解 に よ っ て ア ミ ド結合 を 切 断 した 後 TMS 化す る 方

法 に つ い て も検討 し，比較的 短時間で 簡単に 分析 で き る

こ とが 分 か っ た．こ れ らの 方法 の い ず れ か を行 うこ とに

よ り，疎 水 性 基の 鎖 長分 布の 定 量及 び 親 水 性基 の タ イ プ

の 決定を簡単 に 行 うこ とが で き る．

　 終 わ りに，本 研 究 の 機 会 を 与 え て 頂 い た 国立 衛 生 試

験 所 大阪支 所 長 朝 比 奈晴世氏 ， 薬品部長 持 田 研 秀 氏 及 び

試料 を 提 供 し て 頂 い た 第
一

工 業 製薬株 式 会 社 に 感 謝 し ま

す．
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　 Gas●髄qu 量d　chromatographic 　analysis 　of 　fatty

a 雨dalkanolamides ．　 Hisashi　OKA ＊ and 　Tsugio　Ko −

JIMA
＊ ＊

（
＊National　Institutc　of 　Hygiellic　Science

，
　Osaka

Branch
，

6
，
　 Hoenzaka −machi ，　 Higashi−ku，　 Osaka −shi

，

Osaka ；
＊ ＊Department 　of 　Industrial　Ghem 三stry ，　Faculty

of 　Engineering ，　Kyoto　University，　Yoshidahon−machi ，
Sakyo −ku，　Kyoto −sh 苴

，　Kyoto ）

　 Two 　procedures 　have　been　prescnted 　fbr　the 　analysis

of 血 tty　acid 　 alkanolamides 　by　 a　programmed 　tempera −

ture　gas−liquid　chromatography ．　 In　the 　directmcthod
，

1hc　 samples 　 wcre 　 converted 　 directly　 to　 tri皿 ethylsilyl

derivatives　with 　N ，O−bis（trimcthylsilyl ）aceLamide （BSA ）
and 　 thc　 products 　 were 　 analysed 　 on 乱 column （lm ×

3mm ）packed 　 with 　 2％ of 　OV −l　 on 　Ghromosorb 　W
DMCS ｛（80 〜 100）mcsh ｝ and 　 oper 眦 d　 with 　 tempc ．
ra1ure 　programming 　 from　 800C　to　 250°C 　at 　 8℃ ！min ．
Usillg　the　peaks 　of 　fatty　 acid 　 alkano1 乱 mides ，　the　distri−
bution　Qf 　long　alkyl 　groups 　 can 　be　determined ．　 In　 the

hydrolysis　 mcthod
，
　 the　 samples 　 were 　 hydrolysed　 with

6N 　hydrochloric　 acid ．　 The 　 resulting 　 a皿 ine　 and 　fatty
acids 　 w じ re　 converted 　 simultaneously 　t  trimethylsiIyl

derivatives　with 　BSA 　and 　chromatographed 　in　the 　same

N 工工
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manner 　as 　the 　direct　method ．　 Using　the　peaks　of 　fatty

acids
，
　the 　distribution　of 　Long　alkyl 　groups 　ill　the 　origi ，

nal 　amlde 　sa 皿 ple　can 　be　easily 　detcrmined ・ These　pro−

cedures 　have　been　applied 　 successfully 　for　determining
the　type 　of　hydrophilic　groups　and 　the 　composition 　of

hydrophobic 　 groups　 or 　fatty　 acid 　 alkanolamide 　 type

non ＿iOnic　SurfaCtantS ．
　　　 　　　　　　　　　（Received 　June　 9，1976）

　 Kevwords

Fatty　acid 　alkanolamides

Gas 　chromatography

Surfactant

カー ボ ン チ ュ
ー ブ ・ ア トマ イザー に よ る海水懸濁物 中の

カ ドミウム の 定量

平田 　静子 ，　 滝 村 　 修
＊

（1976　1［
・
／　4　月　23　日 受 ／里）

　海 水 中の 懸 濁物 （SS） は
一般 に は 数 ppm と 少 な く ，

11 程度 の 試 水 rトに 含ま れ る SS 中の ヵ ド ミ ゥ

ム を原 子 吸 光 法 で 測 定 す る こ と は ， そ の 感 度 か ら み て
一

般 的 に 不 可 能 に 近 い ． カ ーボ ン チ ＝L　一ブ ・ア ト

マ イ ザ ーを 用 い る フ レ ーム レ ス 原 子 吸 光 法 に よ り， SS 中 の 極 微 量 の カ ド ミ ウ ム を 定 量 す る方 法 を 検 討

し た ．海 水 を ミ リ ポ ァ フ ィ ル タ ーで 炉 過 し ， フ ィ ル タ
ー上 の SS を フ ィ ル タ ーと と も に 酸 処 理 し て 得 た

水 溶液 を 直接 ， 測定 に か け る 場合 に は ，溶 液 中の 成分 に よ る マ ト リ ッ ク ス 効 果 が 現 れ る た め ， 重 水 素 ラ

ソ ブ を 併 用 し た 検 量 線 を 用 い て 定量 を 行 っ た ．感 度 （1％ 吸 収 ） は ，重 水 素 ラ ン プ を 併 用 し た 検 量線 で

は 0 ．2ppb で あ り，叉， 5 回 の 繰 り返 し 実 験 で 求 め た 精度 は ， 標準偏 差パ ーセ ン トで 約 6％ で あ っ た ・

！ 緒 II

　近年，工 場排水 な ど に よ る海洋 汚 染に よ り， 沿岸海域

の 重金属濃度 が増大 し，種 々 の 問題を起 こ して い る．こ

れ らの 問題を解決す る た め に は ， 沿岸海域 に お け る重 金

属の 挙動を追跡す る 必 要が あ る．そ の
一

つ と して ，河 川

供給物 が ，海 底 た い 積物 と な る 輸 送過程 の 中間物質 と も

い うべ き SS 中の 重金属濃度 を 知 る こ とは 重要 で ある．

底質中に 含 ま れ る カ ドミ ウ ム の 測定 に お い て は ， 試料 を

多量 に 用 い る こ と で 目的 を 達す る こ とが で き る．しか し，

海水 の 場合 に は ，
SS は

一
般 に は 数 ppm レ ベ ル で非常

に 少な く ， 多量 の SS を集 め る た め に は 長時間を 要す

る．最近 ， 実 用 化 され は じめ た カ ーボ ン チ ＝．一一ブ を 用 い

る フ レ
ーム レ ス 原 子 吸光法 1）−3）は ， 通常 フ レ ーム 原子吸

光法 に 比 べ て 数十〜数 千 倍 の 感度 を持 っ て い る．しか し

なが ら， 共存塩 の 影響 ， 特 に ア ル カ リ金属塩や ア ル カ リ

土類金属塩 ω が 多量 に 共存す る 場合 に は，そ れ ら の 影響

　 ＊ 中 国 工 業 技 術 試 験 所 ： 広 島 県 呉 市広 町 15000 番 地

を 受 け や す い 欠点が あ る・従 一．・ て ，海水 の よ うな 試水 中

に 多量の 塩類 を 含む 溶液 に 対 し て は ， 溶媒抽出法
5） や イ

オ ン 交換法
G）

に よ ッ て ，あ ら か じめ 共存す る塩類 と分離

す る 必 要 が あ る．

　本報 で は ， ミ リホ ア フ f ル ターを IHい て 海水 試料を 枦

過 し，捕集 した SS を フ ィ ル タ
ーと と もに 酸処 理 して 得

た水溶液を フ レ ーム レ ス 原 子 吸光分析 に 供試 して ， SS

中の カ ド ミウ ム を定量す る方法を検討 した ．こ の 際 ， 炉

過時に SS と と も に フ ／ ル タ ー上 に 残 る 塩 分 （主 に 塩 化

ナ トリ ウ ム ） に よ る 分子 吸収 や ， ミ リ ボ ア フ ィ ル ター中

の 不 純物 に よ る バ ヴ ク グ ラ ウ ン ド吸収 が か な り大 きく，

か っ 変動す る こ とが 認 め られ た．瞬時に 原子化電流 に 設

定 した 場合 に は ， カ ド ミウ ム と塩分は 同時に原子 化す る

の に 対 し，ラ ン プ モ ー ドを 0 ．5 に 設定 し た 場合に は，カ

ド ミウ ム は塩分 よ り低い 温度 で 原子化す る．そ こ で 著者

ら は，ラ ン プ モ ー ドを 0．5 に 設定 し ， カ ド ミ ウ ム と塩分

の 吸収 を 分離 し，か つ 重水素 ラ ン プ に よ っ て バ ッ ク グ ラ

ウ ン ド吸収 の 補正 を 行 っ た．又 ，溶媒抽 出法 に よ り，塩

N 工工
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